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ラ
ジ
オ
番
組
の
放
送

カッパタイプベルトタイプ空気密封式

浮力はもちろん、防水
防寒性能まで兼ね備え
ている

コンパクトな膨張式、
腰に巻くだけで動きや
すくなっている

空気を閉じ込めた袋を
浮力体としたもの。柔
らかく動きやすい

　

水
俣
病
の
犠
牲
と
な
っ
て
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
へ
慰
霊
の
祈
り
を

捧
げ
、
環
境
再
生
・
創
造
を
誓
う

た
め
に
、
５
月
１
日
に
「
水
俣
病

犠
牲
者
慰
霊
式
」
を
開
催
し
ま

す
。
お
お
く
の
皆
さ
ま
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
日
時

平
成
20
年
５
月
１
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
３
時
（
雨
天
決
行
）

○
会
場

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
「
水
俣
病
慰
霊

の
碑
」
前

【
問
い
合
わ
せ
先
】

水
俣
市
環
境
対
策
課
環
境
企
画
室

℡
０
９
６
‐
６
１
‐
１
６
１
２

　

４
月
１
日
か
ら
稼
動
を
開
始
し

た
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
施
設
の
愛
称

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
３
１
９
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
中

か
ら
、
未
来
の
資
源
確
保
や
ご
み

の
減
量
な
ど
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
、

地
域
の
方
に
親
し
み
や
す
い
名
称

で
あ
る
「
エ
コ
リ
ア
北
薩
」
を
採

用
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

○
場
所

出
水
市
野
田
町
上
名

○
処
理
す
る
ご
み
等

粗
大
ご
み
、
不
燃
物
ご
み
、
資
源

化
ご
み

　

地
域
住
民
と
と
も
に
「
今
の
医

療
、
こ
れ
か
ら
の
医
療
」
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
を
設
け
、
率
直
な

意
見
交
換
会
を
行
い
、
今
後
の
医

療
の
あ
る
べ
き
姿
を
作
り
上
げ
て

い
く
た
め
、
阿
久
根
市
民
病
院
が

主
催
し
て
町
内
２
カ
所
で
『
医
療

制
度
意
見
交
換
会
』
を
開
催
し
ま

す
。

[

鷹
巣
地
区]

○
日
時

平
成
20
年
４
月
26
日
（
土
）

午
後
７
時
30
分
〜

○
場
所

山
中
自
治
公
民
館

[

指
江
地
区]

○
日
時

平
成
20
年
５
月
17
日
（
土
）

午
後
７
時
30
分
〜

○
場
所

指
江
自
治
公
民
館

【
問
い
合
わ
せ
先
】

阿
久
根
市
民
病
院
医
療
安
全
管
理
室

℡
０
９
９
６
‐
７
３
‐
１
３
３
１

　

４
月
１
日
か
ら
航
行
中
の
小
型

漁
船
に
一
人
で
乗
船
し
て
、
漁
労

に
従
事
す
る
場
合
は
、
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
が
義
務
化
さ

れ
ま
し
た
。
違
反
し
た
場
合
は
、

６
カ
月
以
内
の
免
許
停
止
等
の
処

分
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
漁
労
の

種
類
に
応
じ
た
適
切
な
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
選
び
、
安
全
を
確

保
し
、
自
ら
の
安
全
は
自
ら
守
り

ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

九
州
運
輸
局
鹿
児
島
運
輸
支
局

℡
０
９
９
‐
２
２
２
‐
５
６
６
０

　

県
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
に
つ
い
て
、
よ
り
多
く
の
人
々

に
広
く
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
と

と
も
に
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
と

そ
の
擁
護
に
つ
い
て
、
正
し
い
理
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